
本会議場にて対面式演台

から川勝知事らに質問 

（平成 25年 12 月 10 日） 

 

人口減少・高齢化は危機なのか 
 

逆に人口増加が続いたら… 
 

１２月１０日に一般質問を⾏ないました。

質疑の詳細については次号でご説明致します

が、今回の大テーマも、平成２４年の⼀般質

問に引き続き「人口減少社会を前提とした取

り組みについて」でした。 

 

私が人口減少社会や人口問題にこだわるの

は、「人口減少・高齢化＝危機」という思考が、

現在抱えている問題を更に悪化させていると

考えるからです。 

 

「人口減少・高齢化＝危機」と考えてしま

うと、その打開策として、とにかく子供を沢山産んでもらうための政策に重点を置くようになりま

す。子供を産みやすく育てやすい環境の整備自体は私も必要だと思います。しかし、そうした政策

の結果として出⽣率が上昇したとしても、少なくとも今後数⼗年間は人口減少を止めることは事実

上できません。それは、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所や、この度、静岡県が公表した独⾃の将来
⼈⼝推計を⾒ても明らかです。少子化（出生数の減少と出⽣率が⼈⼝置換⽔準（２．０７）を下回
ること）は、１９７４年頃から始まっている社会現象であり、その結果として出来上がっている今

の⼈⼝構造を直ちに変えることは不可能なのです。 

 

ですから、人口減少・高齢化社会への備えとして必要なのは、人口減少や高齢化を食い止めるこ

とではなく、人口減少・高齢化社会でも持続可能な社会システムを今から構築することなのです。 

 

しかしながら、「人口減少・高齢化＝危機」という思考が根強くあるせいか、人口減少・高齢化

社会を前提とした取り組みを進めている自治体はごくわずかであると言わざるを得ません。かつて

総務大臣も務めた増⽥寛也・元岩⼿県知事は、中央公論１２⽉号の特集「壊死する地⽅都市」の記
事の中で、「右肩上がり経済、⼈⼝増を前提にした構造が⼀度出来上がると、絶対にそれを変えよ

うとしないのが⽇本だ」というように述べていますが、残念ながら、現時点では、国も地方も正に

その通りだと思っています。 

 

もしも現状とは逆に、⼈⼝増加が続いていたらどうでしょうか︖例えば、日本の人口が２億人を

超えているような状況だったとしたら、果たして、将来が明るい幸せな社会となっていたでしょう

か︖⼈⼝増加に伴い国内市場も拡⼤しますから、経済や産業の⾯では良いかもしれません。しかし

その一方で、今でも決して広いとは言えない家や公園、学校等は一層⼿狭になり、住宅地等の確保

のために環境破壊や自然災害の危険性をないがしろにして森林や⽥畑をつぶしたり、ゴミ問題が今
以上に深刻化、⾷料やエネルギー⾃給率も更に低下…等々が起きていたのではないでしょうか。ま

た、⼈⼝増加が⽌まる⾒込みがないということで、中国のような⼀⼈っ⼦政策の導⼊も検討されて 
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DIYの政治を！ 



いたかもしれません。つまり、子供を沢山産みたくても産ませない社会になっていたかもしれない

ということです。極端な比較かもしれませんが、そんな人口増加社会と比べれば、私は人口減少社

会の方が遥かに可能性やチャンスは大きいように思いますが、如何でしょうか。 

 

 

人口減少・高齢化への備えが出来ていないことが危機 
 

このまま人口減少・高齢化社会に突⼊すれば、年⾦・医療・介護等の⽀出は増え続ける⼀⽅、そ

れらの保険料収⼊は減り続けるために、⼀連の社会保障制度は成り⽴たなくなります。⾏政は、保
険料を引き上げたり受給額を減らしたりしていますが、そうした⼩⼿先の改⾰だけではいずれ⾏き
詰ります。制度としては抜本的な改⾰が必要ですし、また、社会の在り⽅として、「⾼齢化社会＝

負担増」という考え方や仕組みを変えるべきと考えます。言い換えれば、人口減少・高齢化への備

えが出来ていないことが危機だということです。 

 

 そもそも私は「高齢化社会＝負担増」と考えることは高齢者の方に大変失礼だと日頃から思って

います。例えば、死ぬ直前まで元気にいられるように社会全体で心掛けるようにし、元気な高齢者

には出来る範囲で働き続けてもらえるようにしていけば、病院や年⾦ばかりに頼らなくても良くな

ります。また、「俺達が若者を、社会を⽀えてやる︕」というくらいの気概のある元気な⾼齢者が
沢山いるような社会を築くことができれば、高齢化社会も決して暗いものにはならないはずです。 

 

そうした取り組みを具体化することは簡単ではないでしょうが、自分も⼆⼗数年後には⽴派な⾼
齢者。今から、自分自身の問題としても捉えながら、人口減少・高齢化社会を前提とした取り組み

を進めていきたいと思っています。 

 

2013 年中は様々な形でご縁を賜り、誠にありがとうございました。2014

年も引き続き、ご指導、ご支援を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

 

 
 

人口減少の今、 

DIYの政治を！ 

 

 

 県議会（本会議・委員会）を傍聴しませんか？  
 

来年度予算案や次期基本計画案等を審議する平成２６年２月定例会の日程は以下の通りです。当日に県

庁本館４階まで来て頂ければ簡単に傍聴できます。ご自身の目と耳で傍聴し、ご意見をお聞かせ下さい！ 
 

 

平成２６年２月定例会 
 

２月２１日 本会議（開会）、２４日委員会、 

２７日、２８日、３月３日～６日 本会議（質問）、 

１０日～１３日委員会、１９日 本会議（閉会） 
 

※開会時間等の詳細は、県議会事務局議事課 

（電話 054-221-2556）迄お問い合わせ下さい。 

建設委員会で 

副委員長として 

質疑 


